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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】末梢循環は皮膚をはじめ全身の細胞環境に直接関与する。血液の体積の約45％を占める赤血球は、そ
の血行動態に影響力をもつと考えられるが、詳細は明らかではない。微小循環モデルMicrochannel Flow 
Analyzer（MC-FAN）は、毛細血管レベルでの全血の流速から末梢循環を評価する機器として注目されている。
そこでMC-FANを用い、健常人赤血球が血液流動性に与える影響を検討した。 
【方法】年齢25歳から35歳の健常人より静脈採血を行い、以下の様に調整した検体をMC-FAN（KH-3）を用いて、
血液流動性を通過時間として評価した。 
①ヘマトクリット（Ht）を9、27、45、54、63％に調節した生理食塩水（生食）または血漿一赤血球浮遊液②
1.6％ glutaraldehyde溶液で作成した硬化赤血球のHt20％赤血球浮遊液③Ht45％フィブリノーゲン
（1000mg/dL）-赤血球浮遊液、アルブミン（5g/dL）-赤血球浮遊液④分子量、濃度の異なるデキストラン-赤血
球浮遊液 
【結果】①Htと通過時間は正の相関を示し、血漿は生食と比較して有意に赤血球浮遊液の通過時間を延長した。
②変形能を消失した硬化赤血球は通路を完全閉塞した。③フィブリノーゲンは通過時間を有意に延長した。④
デキストラン-赤血球浮遊液の通過時間はデキストランの分子量および濃度依存性に延長し、デキストラン-赤
血球浮遊液とデキストラン溶液通過時間の比は、デキストランの分子量および濃度にかかわらず一定であった。 
【結論】MC-FANにて評価される血液流動性は、赤血球集合の影響は受けないが、Ht、赤血球変形能、溶液の通
過時間（血漿の通過時間）の影響を受ける。MC-FANを用い種々の条件の血漿や赤血球浮遊液の通過時間を測定
することにより末梢循環に影響する因子を明らかにできると考えられた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
末梢循環は皮膚をはじめ全身臓器の細胞環境に多大な影響を与える。ヒトの赤血球は全血液体積の約45％を
占めており末梢循環の血行動態に大きく影響すると考えられるが、今だその詳細は明らかではない。近年、末
梢循環を評価する機器として微小循環モデルMicrochannel Flow Analyzer（MC-FAN）が開発され、毛細血管レ
ベルでの全血の流速を測定することが可能になった。著者はMC-FANを用いて、健常人赤血球が血液流動性に与
える影響を検討した。 
年齢25歳から35歳の健常人より静脈採血を行い、①～④のように調整した検体をMC-FAN（KH-3）を用いて、
微小通路を赤血球が通過する様子を形態学的に観察するとともに、一定量が通過するのに必要な時間を測定す
ることで血液流動性を評価した。①ヘマトクリット（Ht）を9、27、45、54、63％に調節した生理食塩水（生食）
または血漿-赤血球浮遊液②1.6％ glutaraldehyde溶液で作成した硬化赤血球のHt20％赤血球浮遊液③Ht45％
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フィブリノーゲン（1000mg/dL）-赤血球浮遊液、アルブミン（5g/dL）-赤血球浮遊液④分子量、濃度の異なる
デキストラン-赤血球浮遊液 
その結果、Htと通過時間は正の相関を示し、血漿は生食と比較して有意に赤血球浮遊液の通過時間を延長し
た。変形能を消失した硬化赤血球は通路を完全閉塞した。フィブリノーゲンは通過時間を有意に延長したが、
アルブミンでは有意差は認められなかった。デキストラン-赤血球浮遊液の通過時間はデキストランの分子量お
よび濃度依存性に延長し、デキストラン-赤血球浮遊液とデキストラン溶液通過時間の比は、デキストランの分
子量および濃度にかかわらず一定であった。 
このことから、MC-FANにて評価される毛細血管レベルにおける血液流動性は、赤血球集合の影響は受けない
が、Ht、赤血球変形能、溶液の通過時間（血漿の通過時間）の影響を受けることが明らかとなった。本研究結
果はMC-FANを用いて、種々の条件下における血漿や赤血球浮遊液の通過時間を測定し、また観察を行うことに
より末梢循環に影響する種々の因子（疾患、薬剤、食事、飲水、運動など）との関連の一端を明らかにできる
と考えられた。 
以上のように、本研究は健常人赤血球が微小循環にどのような影響を与えるのかを明らかにすると共に、末
梢循環の動態研究におけるMC-FAN利用の意義を示したもので、今後の臨床における末梢循環の研究に寄与する
点が少なくないと考えられる。よって、著者は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
